
e-mail ： nkobayashi@mel-con.co.jp
TEL ： 03-3206-5361

㈱エム･イー･エル 小林直紀 まで宜しくお願いいたします｡本件に関する

お問合せ

ＭＥＬ サービスプログラム

セミナー企画例

講座
紹介

＊ご要望に応じて内容・時間を調整させていただきます

＊ヒアリング後､お客様にあった時間をカスタマイズいたします｡

１．
事例で考える経営数字の使い方
・1日どれだけ売れば黒字になるのか？

（変動費と固定費の考え方）

・1ヶ月どれだけ売れば黒字になるのか？

（目標売上の考え方）

・回転率と粗利益率で儲かる商品を考える

（商品の組み合わせの考え方）

・何を売るのかの計画が必要なワケ

（計画経営のお役立ち度）

・経営数字を仕入れに活かす、
販売に活かす、陳列に活かす

（儲ける商売と集客する商売）

1日で学ぶ 「いまさら人に聞けない決算書の読み方」！
経理の本を読むのがツライ方、

超・短時間だから集中できます。
「数字が苦手」 を克服するセミナーです。

経営幹部にとって、経営数字の理解は必須－－。それはわかっていても、

税理士や会計士の先生方の話はムズカしくて・・・とおっしゃる方に朗報！

税金の話ではなく、経営的な視点で言っても、経営数字の読み方、分析の仕方は必要で、
それを知っているのと知らないのとでは、その舵取りに大きな影響が出ます。

知らなかったではすまされない事態にもなります。

貸方、借方や仕分けなど、ややこしい話は先生方に任せておいて、経営幹部として

最低限知っておきたい経営数字の読み方、使い方をやさしく解説したセミナーです。

講
座
の
ね
ら
い

講
座
の
内
容

募集！数字が苦手な経営幹部の方！

“経営幹部”のための決算書の読み方 セミナー

対象者：経営幹部
時間数：1日（6時間） 財務会計

２．
事例で考える決算書の使い方
・損益計算書で儲け方の巧拙を読み解く

（損益計算書のどこが問題か？）

・貸借対照表で財産の使い方を読み解く

（貸借対照表のどこが問題か？）


